16　歴史物語　増鏡　抑えきれぬ思い
読解のつぼ②　紛らわしい語の識別②

ここでは助動詞の文法的意味を識別して読解につなげよう。
　斎宮は、亡き父を弔うために職を辞して京に戻っていた。その時斎宮を目にした後深草院（院）は、そのあまりの美しさに心を奪われた。
院も我が御方に帰りて、うちやすませ給へれど、まどろまれ給はず。ありつる御面影、心にかかりておぼえ給ふぞいとわりなき。「さしはへて聞こえⓐんも、人聞きよろしかるⓑまじ。いかがはⓒせん」と思し乱る。①なほひたぶるにいぶせくてやみなんは、飽かず口惜しと思す。
何某の大納言の女、御身近く召し使ふ人、かの斎宮にもさるべき縁ありてむつましく参りなるるを召し寄せて、「馴れ馴れしきまでは思ひ寄らず。ただ少し近き程にて、思ふ心の片端を聞こⓓえん。②かく折よき事もいと難かるⓔべし」と、③切にまめだちてのたまへば、いかが謀りけん、夢うつつともなく近づき聞こえ給へれば、いと心憂しと思せど、あえかに消えまどひなどはし給はず。らうたくなよなよとして、あはれなる御けはひなり。鳥もしばしば驚かすに、心あわたたしう、さすがに人の御名のいとをしければ、④夜深くまぎれ出で給ひぬ。
語注

斎宮＝伊勢神宮に奉仕する未婚の皇女。

さしはへて＝わざわざ。

何某の大納言の女＝後深草院二条のこと。

あえかに＝弱々しく。

問一　二重線部ⓐ～ⓔの助動詞の文法的意味を選べ。　〈2点×5〉
ア　推量　　イ　意志　　ウ　仮定・婉曲　　エ　適当　　オ　打消推量

ⓐ〔  　〕ⓑ〔 　〕ⓒ〔 　〕ⓓ〔 　〕ⓔ〔 　〕

問二　傍線部①・③を現代語訳せよ。　〈7点×2〉

①〔 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
③〔 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
問三　傍線部②とあるが、院にとってどのようなことが「折よき事」だというのか。三十字以内で答えよ。　〈15点〉

問四　傍線部④とあるが、この時の「院」の説明として最も適当なものを選べ。　〈11点〉

ア　夢見心地で斎宮との一夜を過ごし、斎宮の慎ましい態度にいっそう愛情を覚えたが、鳥の鳴き声に夜明けの訪れを感じて、急いで部屋から忍び出た。

イ　我を忘れて斎宮のもとを訪れたものの、自分との望まない恋愛に思い沈んだ態度をとり続ける斎宮を前にして、失意のうちに部屋を後にした。

ウ　この世のものとは思えぬほどの美貌を持つ斎宮であるが、院である自分が浮き名を流すわけにはいかず、鳥の鳴き声に急き立てられるようにその場を離れた。

エ　斎宮との夢のような一夜を過ごし、離れることを名残惜しく感じつつも、斎宮の名に傷を付けることのないように、夜が明ける前に部屋から立ち去った。

オ　夢の中でしか会うことのできなかった斎宮を実際に目の前にして、鳥の鳴き声も耳に入らないほど高揚したが、自分の立場を考えてすぐに姿を消した。

【解答】
問一　ⓐ＝ウ　ⓑ＝オ　ⓒ＝エ　ⓓ＝イ　ⓔ＝ア　〈2点×5〉
問二　①＝やはりまったく気が晴れないで終わってしまうとしたらそれは、

［別解］やはりまったく気が晴れないで終わってしまうようなことは、

　〈7点×2〉

③＝ひたむきにまじめになっておっしゃるので、

問三　自分に仕える女房の中に、斎宮と親しくしている者がいること。（29字）〈15点〉

問四　エ　〈11点〉
【補充問題】

問１　「飽かず口惜しと思す」（３行目）を現代語訳せよ。

問２　「聞こえ給へれば」（６行目）を文法的に説明せよ。

【補充問題解答】

問１　満足せず残念だとお思いになる。
問２　ヤ行下二段活用動詞「聞こゆ」＋ハ行四段活用動詞「給ふ」已然形（命令形）＋完了の助動詞「り」已然形＋接続助詞「ば」
